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事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

私たちは、地球環境の保全が世界共通の重要課題であると同時に、企業市民とし
てのソフトバンクと、それを構成する私たち社員一人ひとりの責務でもあると考
えています。こうした認識のもと、2007年8月に「環境行動指針」を定め、環境保
全への体系的な取り組みを推進しています。ソフトバンク株式会社（以下「弊
社」という）は、電気通信事業を通して地球環境の維持・保全に積極的に取り組
み、持続可能な社会の継続的発展に貢献します。弊社は、事業活動の推進におい
て、環境保全に関する諸法規およびその他の要求事項を遵守します。弊社は、環
境マネジメントシステムにより、事業活動における環境負荷を低減して行くた
め、省エネルギー、省資源、廃棄物削減等について環境目標を設定し、継続的な
改善に努めます。弊社は、事業用機器や物品の調達に当たり、環境にやさしいグ
リーン調達を推進します。弊社は、環境負荷低減に資するネットワーキング技術
の開発やネットワーキングサービスの提供に努め、社会全体の省エネルギー化に
貢献します。弊社は、社員への環境教育に努めるとともに、弊社の環境に関する
情報を社内外へ公表し、コミュニケーションを図ります

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

法令で定められた測定や報告については年間計画として漏れなく実
施している。
これまでに違反や行政当局からの指摘はなかった。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

エネルギー効率のより良い携帯電話サービス用設備への切替・更新が進み
基地局設備の増設が進むため、エネルギー使用量とCO2排出量は増加傾向
となったが、原単位当たり排出量を減らせるよう、目標達成に向けて活動
を進める。
・各種取り組みにより、従業員に省エネ意識が浸透している。

基 本 方 針

・省エネルギー（CO2）
　室内温度の適正化、空調室外機の日除、室内照明の間引き、未使用設備の電源
OFF等
・省資源（紙）
　会議配布資料の削減、プロジェクタの利用促進、リサイクル処理
・省資源（ガソリン）
　社用車の利用削減、エコドライブ、アイドリングストップ励行
・廃棄物排出量の削減
　保守材料のリユース促進
・空調器室外機の洗浄(毎年6月実施)
・空調設備の更新
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環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

現行の取り組みにより一定の成果が見られていることから、同一の
システムにより運用している。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

・省エネルギー（CO2）
　室内温度の適正化継続実施中、空調室外機の日除、室内照明の間引き、未使用
設備の電源OFF実施済み
・省資源（紙）
　会議配布資料の削減、プロジェクタの利用促進、リサイクル処理継続実施中
・省資源（ガソリン）
　社用車の利用削減、エコドライブ、アイドリングストップ励行継続実施中
・廃棄物排出量の削減
　保守材料のリユース促進継続実施中
・フロン
　排出漏洩量管理
・空調器室外機の洗浄(H30年6月実施済)
・空調設備の更新（旧冷媒機全数更新完了）

認 証 番 号

・電力の省エネルギー原単位：　前年比1%削減
・ガソリン使用量：　　　監視
・産業廃棄物の処理方法：　　　遵守
・廃フロン類の処理方法：　　　遵守

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容




